
【入賞】 
No.21「アレルゲンの「見える化」を助ける ボード・マグネットセット」  
沼倉美羽 　サレジオ工業高等専門学校 

受賞コメント 
このような賞を頂けて、大変光栄に思います。恥ずかしな
がらこのコンペティションに参加するまで「減災」という
ものをあまりよく知らず、まずは「減災」を知るところか
ら始めた提案でした。しかし、実際に起こっている問題や
自分と母の体験談に絡めつつ進めていくことができたの
で、芯のある提案にすることができたと思います。 

 

評価コメント 
アレルギー症状をもつ人の食物摂取による危険は、時として生命にかかわり、通常は気をつけて
いても、非常時にはそこまで注意できない事態が想定されます。この提案はユーザー・フレンド
リーな内容で、用意する側にとっても負荷の少ない簡便さが魅力です。付記すれば、高等専門学
校での学びの様子が想像できて嬉しくなりました。（森山） 

支援者側ではなく支援が集まる受援側の立場として、情報をマネジメントしようとする考え方は
重要に思う。（荒木） 

実用性の高い提案。食堂やホテルのビュッフェスタイル、パーティー会場などいろいろなところで
手軽に使用できそう。（相良） 

この発案が伝える現状に対する問題意識が評価される。が、非常時の困窮した現場で1つの食品に
対してかかる表示の手間等を考えると、もっとコンパクトで安価なものを開発しないと普及が難
しい。また、非常時のみの課題ではないので、日常的に使うツールとして開発し、それを非常時
にも同じく使う、という観点こそ(減災デザイン的にも）大切にしたいと感じた。具体的には１枚
の紙にすでに全てのアレルゲンアイコンが示されており、この食品に含まれているものをチェック
するだけの使い捨てのシートで事足りる。またそれを使用現場でどこにどう掲示するのか、テン
トの梁に取り付けることだけの想定では使いにくい。料理鍋に直接またはその脇に取り付けられ
たり、テーブルから手前に垂らしたりと、汎用的に使えるプロダクトとなれば、価値が上がりそ
う。（平林） 
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炊き出しにおいて、アレルゲンの

「見える化」を助けるボード・マグネットセット

使用イメージ

食物アレルギーを持つ方が避難所での生活をしなければならなくなった場合、必ず直面するであろう問題があります。
それは、炊き出しの料理に使われている原材料を毎度毎度確認しなければ安心して炊き出しの料理を食べられないという問題です。
しかし、この問題をうまく解決しようとするとボランティアの方々に負担がかかってしまうことになります。
毎回炊き出しの料理に使った食材や、配給する市販の食べ物の原材料を手書きで書いたり、使用した食品や調味料のラベルを貼り出
したりするのは骨の折れる作業でしょう。そこで、
・食物アレルギーを持つ方々にとって、アレルゲンの確認・自助がより容易になる
・ボランティアの方々にとって、アレルゲンの表示が容易になる
この双方の観点から、アレルゲンの「見える化」を助けるモノの提案をします。

ここでは

備考

を提供しています

特定原材料

・ボード本体
　ホワイトボードの素材でできていて、マグネットがくっつく。
　メニュー名や備考欄には水性ペンで書き込むので何度でも使える。
　災害状況下において様々な用途に使える紙資源を無駄に消費しない。

・収納
　真ん中から二つに折り畳むことができ、
　内側が空洞になっているため、使用していな
　い時はマグネットセットと水性ペン、その他
　のクリップなどの道具をセットで
　コンパクトにしまっておくことができる。

・マグネット
　一枚につき一つの食品のアイコンが描いてある。
　特定原材料7品目＋特定原材料に準ずるもの21品目、
　合計 28品目ぶんのマグネットが用意してある。
　これをボードに貼ることでアレルゲンの表示をする。

　特定原材料のマグネットの枠は高い危険度を示す赤
　に、特定原材料に準ずるもののマグネットの枠は
　青になっており、視覚的に区別しやすくしてある。

裏

表

1メニューにつき一つ、矢印のように使用して設置する。遠くから見ても見やす
い色・サイズなので、人だかりがある所にわざわざ近づいていってアレルゲンの
確認をしなくても良い。自助の助けになる。また、ボランティアの方々もアレル
ゲンについて尋ねられて戸惑うことが減り、よりスムーズな配膳が可能になる。

ここでは

備考

を提供しています

特定原材料

パン
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ここでは

備考

を提供しています

特定原材料

スープ
MILK


